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2022年度事業報告書

自 2022年４月１日 至 2023年３月31日

特定非営利活動法人 りあん

Ⅰ 全体の概要

障害のある人々が地域であたりまえに生活していける社会の実現を図るため、障害のある人の

自立・生活支援や、誰もが暮らしやすい街づくりに関する提言などを行い、もって社会全体の利

益の増進に寄与することを目的とし活動した。

今年度も新型コロナウイルス感染症への対応や感染予防等が続いたが、そういった中でも居

宅介護等においては24時間365日の支援を継続できた。またコロナ以後、外出を控えてこられた

方に対するアプローチも実施し成果もあった。相談支援事業所としては、当事者同士の交流企画

を意識的に開催したほか、新たに機能強化事業所として他の相談支援事業所のフォローなどの

役割を担った。

また従前から課題であった理念の周知について具体的に動いた年であった。動画を作成し、

完成披露と法人設立20年記念もかねた地域向けイベントを実施できた。

運営委員会・総会などの開催状況

日程 種別 開催場所 検討内容など

5/14(土) 運営委員会議 こて 総会にむけ、議案書資料の作成

14:00～ web併用

5/28(土) 定期総会 こて 事業報告、決算報告、役員の改選、事業計画、予

16:00～ 算について

運営委員長の互選6/1(月) 運営委員会議 こて

15:30～

8/27(土) 運営委員会議 こて コロナ感染状況の共有、理念周知の動画作成につ

13:30～ web併用 いて、20周年イベント開催について、時給の変更に

ついて、会計状況の確認

10/8(土) 運営委員会議 こて 理念周知の動画作成について、20周年イベント開

13:00～ web併用 催について、シェアハウス入居について、重度訪問

介護資格研修について、会計状況の確認

12/3(土) 運営委員会議 こて 重度訪問介護研修、コロナ感染状況、従業員の休

13:00～ web併用 職退職など、理念周知の動画作成状況の報告、お

披露目会（20周年イベント）の準備状況の確認

1/21(土) 運営委員会議 こて お披露目会（20周年イベント）の直前確認

14:00～ web併用



- 2 -

Ⅱ 事業の記録ならびに成果

１．居宅支援事業

事業内容 指定障害福祉サービス事業所、および指定共生型訪問介護事業所の運営

対象者 自立支援給付を受給している人、および障害福祉サービスから移行して要介護認

定を受けている人

実施場所 対象となる障害のある人宅又は外出先など

実施日時 通年

２．外出支援事業

事業内容 各自治体委託 移動支援事業の実施

対象者 大津市・草津市・守山市・栗東市より、利用決定を受けている人

実施場所 対象となる障害のある人宅を拠点として外出先など

実施日時 通年

障害者総合支援法における障害福祉サービス事業所として、居宅介護（身体介護・家事援助・

通院介助など)、重度訪問介護、行動援護、同行援護を実施した。また同法の地域生活支援事業

である移動支援事業を、各市と委託契約を結び実施した。さらに障害福祉サービスを利用してい

た後に介護保険に移行した人が、できるだけ変わらない支援を継続して利用出来るよう、介護保

険法における共生型訪問介護事業所として居宅での支援を実施した。

近年、既存の利用者の心身の状態変化によって利用が増えることが多い。例えば、高齢となり

身体機能の変化と共に認知症の発症も重なり、頻回に呼び出しのある方への対応などである。ま

た、他事業所との併用だが他事業所の撤退やトラブルなどで穴埋めが必要となる例も多い。

以下、その他の成果を挙げる。

・大津市内のヘルプ事業所の協議会において、当事業所のサービス提供責任者が副会長を務

めた。

・上記の協議会において予てより提言していたことであるが、大津市では家事の共同実践におい

て、対象者が精神障害者である場合に限って身体介護ではなく家事援助となる慣例があった

が、年度途中より他の障害と同様の取扱となった。

・コロナの影響で引きこもりがちであった方へのアプローチにより、利用再開に結びついた方が複

数名あった。

・コロナ感染によるスケジュール調整などは、やはり第7波(7月頃）や第8波（11月頃）の際には続

いたが、慣れたせいもあってか以前ほどの混乱では無かった。ただし、限られた従業員で業務を

実施するため超過勤務時間がかなり多くなった。

※以下の４表は、障害福祉サービスおよび介護保険のサービスを含む。
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人材確保は常に課題であるが、以下の工夫を試みた。

・龍谷大学の入学式に合わせ、事務所前でビラ配りを実施し、少しながら成果があった。

・年末年始には独自に手当てを設け、支援を継続出来るようにした。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
大津市 63 60 67 68 64 68 69 65 65 66 64 65
草津市 16 13 14 14 12 14 15 15 13 13 13 14
守山市 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2
野洲市 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3
栗東 1 1 1 0 1 2 1 1 1 1 1 1
竜王町 1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 1 1
京都 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
合計 88 82 90 89 84 90 92 88 86 87 84 87
・グループ支援のみの利用は、 （参考：2021年度　月当たり合計利用者数　82名～91名）
 人数にカウントしていない。 （参考：2020年度　月当たり合計利用者数　66名～85名）

利用者数（人）

時間帯別利用回数（回） (参考)
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 2021年度計

日中 313 311 310 351 331 322 363 329 331 325 304 343 3,933 3,710
介保日中 14 15 15 14 17 16 15 10 16.5 14 14 16.5 177 144
早朝/夜間 300 309 308 321 292 291 315 280 296 299 281 316 3,608 3,574
深夜 96 94 94 100 99 96 99 96 102 101 89 98 1,164 1,154

回数 723 729 727 786 739 725 792 715 746 739 688 774 8,882 8,582
・日中　8:00-18:00
・早朝/夜間　6:00-8:00/18:00-22:00
・深夜　22:00-6:00

介護種別利用時間数（時間） (参考)
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 2021年度計

身体介護 86.5 88.5 90.5 90 67 69 81.5 66 68.5 61.5 68 69 906 1191.5
家事援助 35.25 42 35.5 37.75 44 40.25 40.75 42.25 40 36.5 35 35.75 465 518.25
通院介護 33 27.5 28.5 26 15.5 32 27.5 24.5 31 21 25 34 325.5 293
行動援護 36.5 37 28.5 36 34 40.5 37 33.5 31 31 27.5 30.5 403 415.5
同行援護 20.5 27 11 22 16.5 20 19.5 16.5 13 12.5 19.5 11 209 257.5
重度訪問介護 1645 1608 1606 1755 1663 1636 1756 1613 1673 1651 1529 1790 19921 19450
移動支援 356 287 343 380.5 310.5 325 563.5 361 351.5 363 326 352.5 4319.5 4350.7
グループ支援 7 26 15.5 37 10 27.5 18.5 55 14.5 16 39 104 370 253
介護保険 15 17 17.5 15 17.5 17 16.5 14 16.5 14 14 16.5 190.5 187

合計 2234.75 2159.5 2175.5 2398.75 2177.5 2207.25 2560.25 2225.75 2238.5 2206.5 2082.5 2442.75 27109.5 26915.91

従業員数（実働）（人）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

常勤ヘルパー 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9 9
パート 2 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 4
登録ヘルパー 48 53 53 52 42 48 46 52 51 49 49 48
ヘルパー以外のパート 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

(参考:2021年度　登録ヘルパー 53～59名）
(参考:2020年度　登録ヘルパー 53～63名）

常勤休職 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
パート休職 1 1 1
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３．相談支援事業

事業内容 大津市委託 相談支援事業、機能強化事業、ならびに障害支援区分認定調査

および、指定 計画相談支援事業の実施

対象者 主に、大津市内の障害がある人やその関係者など

実施場所 事務所及びサービス対象となる障害のある人宅など

実施日時 通年

以下、３つの事業を実施している。当事業所の特徴として、事業所内に障害当事者が勤務して

いることで、担当相談員だけでは分からない情報を得ることが出来、助かることも多い。

委託相談 市内10事業所 地域の障害のある人や関係者に対し、福祉サービスの情報提供

支援事業 (委託） ／社会資源活用の支援／生活力を高める支援／権利擁護のた

めに必要な援助／専門機関の紹介など、相談全般を担う。

付随して障害支援区分認定調査も実施。

機能強化 市内4事業所 専門的な相談支援を要する困難ケースへの対応、自立支援協議

事業 (委託) 会の運営、他の指定相談支援事業者への専門的支援等を実施。

計画相談 市内18事業所 利用契約を結んだ障害児者との間で、状況把握／情報提供／

(指定) 計画作成／関係者との調整、会議／モニタリング等を実施。

■委託相談支援事業

今年度、特に力を入れたこととして、当事者同士の交流企画を意識的に開催した。また、他所

での勉強会等にファシリテーターや情報提供者として協力することもあった。

企画内容 対象 日にち 参加数

主催 旅行にまつわる情報交換 主に身体障害の方 6/4(土) 4人

賃貸物件探しの情報交換 主に身体障害の方 7/23(土) 6人

共催 卒後のイメージ作りとしてGHと生活介護の見学 主に重心児(中高 8/27(土) 9人

会（夢翔会 みゅう と共同企画） 生)の親 9/10(土) 7人

協力 自立支援協議会 医ケア児の親 9/26(月) 6人

「当事者座談会（医ケアグループ）」

支える人の会 主に知的障害のあ 2/22(水) 約25人

「ダブルケアと8050について」 る方の親

今年度の主な成果や課題

・入所施設から地域生活への移行の希望を実現できた。グループホームへの移行により、通所の

再開、訪問リハの再開など、当人の主な希望は概ね叶えることができている。

・他事業所のヘルパーによる心理的虐待（暴言）が発覚し、虐待防止センターへの通報に至った

が、より早期に気付けなかったことが悔やまれる。

・運営の不安定なヘルパー事業所が多いことが課題。スタッフの退職や怪我などに伴い支援継
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続困難等の連絡が入ること多く、都度、新たな事業所を探す必要があるが容易ではない。

・65歳での介護保険移行について、前年度、重度訪問介護の利用者については継続利用が認

められる進展があったが、居宅介護等の利用者については、変わらず障害福祉課から介護保

険申請への強い推し進めが続いており課題である。

・大津市危機・防災対策課より依頼を受け、避難行動要支援者個別避難計画の作成に携わるこ

ととなった。今年度は1名の作成に携わり、当該相談者の避難訓練などにも参加している。

以下、相談者の主な障害種別と相談内容を示す。

■機能強化事業

他の相談支援事業所への支援として、自立支援協議会の中でモニタリング検証等を通じてグ

ループスーパービジョン、初任者研修を受講される際の個別課題へのフォローのほか、日常的に

電話などでの相談を受け対応している。

自立支援協議会において「重度訪問介護のすすめ」と題した講義を実施し、実施事業所が少

ないと言われる重度訪問介護の支援が広まるよう、その良さをアピールした。ほか、移動支援ＰＪ、

高齢ＰＪ、高次脳機能障害連携会議などを担当し、各会議や研修会の企画などを実施。

■計画相談

契約者数…73名（うち児童16名）

主な障害の種別
知的障害 身体障害 精神障害 発達障害 高次脳機能障害 難病 重症心身障害 合計

成人 24 35 8 2 2 16 0 87
児童 4 2 0 3 0 0 5 14

計 28 37 8 5 2 16 5 101

相談内容別件数(件)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

福祉サービス利用等 77 86 100 69 72 112 68 63 106 80 93 96 1,022
障害や病状の理解 19 15 22 23 7 20 27 13 8 10 14 15 193
健康医療 21 11 27 35 17 12 20 26 15 7 23 15 229
不安の解消・情緒安定 7 3 3 6 3 1 1 3 27
保育・教育 1 1 1 3 2 1 9
家族関係・人間関係 6 8 4 0 3 3 5 3 5 1 8 46
家計・経済 8 3 7 2 4 2 2 1 4 2 1 5 41
生活技術 13 8 20 12 15 10 10 4 27 4 17 7 147
就労 0 0 0 0 1 1 5 6 5 3 21
社会参加・余暇活動 2 12 2 5 6 4 4 1 3 3 1 1 44
権利擁護 7 2 0 0 4 2 8 2 5 4 1 1 36

合計 160 149 186 153 132 168 148 118 179 117 150 155 1,815

計画相談件数(件)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計画作成(新規・変更) 7 3 3 8 5 3 2 3 2 1 3 5 45
モニタリング 9 6 3 5 3 6 5 2 6 6 1 1 53

合計 16 9 6 13 8 9 7 5 8 7 4 6 98



- 6 -

４．福祉輸送事業

事業内容 特定旅客自動車運送事業の実施

大津市医療的ケア児童生徒の通学に係る保護者支援事業の実施および

対象者 自立支援給付の受給や移動支援の決定を受けている人

大津市医療的ケア児童生徒の通学に係る保護者支援事業の利用者および

実施場所 滋賀県内を起点とする

実施日時 通年

ヘルパー利用時の乗車については運送事業の許可が必要であり、特定旅客自動車運送事業

（道路運送法43条）、および自家用自動車の有償運送（同78条）を実施している。

移動支援、居宅介護（通院介助・身体介護など）、重度訪問介護などの利用時に、乗車中は介

護給付の時間とせず、福祉輸送料金を徴収している。ただし大津市においては、2021年7月移動

支援事業の制度変更の際、車両移送支援という新しい類型が設けられ、月5時間までの乗車に

ついては1割負担（例：1時間70～100円程度）で利用出来、有償運送と比して安価である。

一昨年度より受託の「大津市医療的ケア児童生徒の通学に係る保護者支援事業」を継続して

実施している。特別支援学校の送迎バスに乗れず、日頃は家族が送迎している方が対象となる。

年度途中、利用者が5名から6名となった。1人当たり年間10回の制限があるため、より多く利用出

来るようにと声を上げたきたが、その成果があったのか次年度は年間12回と僅かながら増える。

2023年３月末現在の車両数、運転者数は以下の通り。今年度、車両の入替は無い。

・事業所保有車両…8台

・運転者…17人 （常勤 11人／登録ヘルパー 6人）

５．私的居宅支援事業（ちゅぷ）

事業内容 私的居宅支援事業「ちゅぷ」の実施

対象者 支援が必要な状況と当法人が認めた人

実施場所 対象となる障害のある人宅又は外出先など

実施日時 通年

福祉輸送利用状況 (参考)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 2021年度計

利用者数（人） 71 66 71 71 60 69 69 72 67 74 63 70
利用件数（件） 283 270 282 319 260 294 305 306 284 275 267 294 3,439 3,340
走行距離数(km) 3,970 4,478 4,222 4,336 4,015 4,187 4,597 5,307 4,246 3,859 3,723 4,282 51,222 47,151
大津市移動支援事業車両移送型の利用を含む。

利用件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

件数 4 2 2 0 1 3 3 2 0 2 6 3 28
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当事業は、支援が必要な状況でありながら、制度の狭間などにあり、公的な支援が得られない

場合に、有料であるが支援者を派遣するものである。利用料金は事業所で独自に設定し、最初

の１時間までを1,000円、以降30分毎に350円としている。以下の３点を主な目的としている。

①制度の狭間などにあり居宅介護などを利用できない人のニーズに応えること

②資格を持たない人も関わることができること

③成果を上げることでその必要性を行政に訴える材料とできること

今年度の利用は無かった。過去の利用は、入院に関連するものが主である。

（参考：2016～2018年度…利用0件／2019年度…5件／2020年度…0件／2021年度…2件）

６．研修開催事業

事業内容 指定 居宅介護従業者養成研修事業の実施

対象者 障害のある人の支援に関わる人および関わろうとする人

実施場所 瀬田商工会館および周辺の地域

実施日時 年１回（別記）

今年度も、より多くのヘルパーを確保するため、ヘルパー研修を開催した。草津市に所在する

NPO法人ディフェンスとは、研修開催の時期をずらすことで、共に協力体制を取っている。

従前より、講師・講師補助として障害当事者の協力を得ており、講義、実習共に、より実践的な

内容になるよう検討を重ねつつ、幅広い障害当事者の協力を得ながら、実施している。

コロナ禍であったが、比較的感染者の少ない時期であったため、会場の換気、席の配置の工

夫など、感染予防を実施した上で、例年通りの会場で開催できた。

実施研修内容 実施期間 会場 定員 応募 受講 修了

重度訪問介護従業者養成 11/13,19,20 瀬田商工会館 30人 14人 12人 12人

研修 （3日間）

７．広報・啓発事業

事業内容 通信「ぬぷぼん」の発行などを通じての広報・啓発活動

対象者 不特定

実施場所 事務所・各開催地など

実施日時 随時（別記）

従前からの課題であった理念の周知について具体的に動いた年であった。周知の方法として

動画を採択し、龍谷大学ボランティア・NPO活動センターの紹介により、同大学社会学部コミュニ

ティマネジメント学科学生の協力を得ながら作成した。

上記、動画の完成披露の目的および法人設立20年でもあることから、地域向けイベントを企画

した。動画の披露はもちろん、サイコロトーク、当事者の語り＆写真展、jazzコンサート、参加型ア
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ートイベント、ゲーム大会などを実施した。同じイベントを繰り返し実施することで、密を避けること

と、各々の都合の良い時間で参加してもらうことを目指した。生憎、前夜からの降雪のために参加

出来なかった人があったことは残念だが、利用者、従業員など関係者のみならず、地域の方や通

りがかりの方も参加され、多いに賑わった。動画については、法人Webサイトに掲載予定である。

・外部研修講師など

実施内容 担当 実施機関 実施日

重度訪問介護従業者養成研修(うち2h) 阿部 NPO法人ディフェンス 6/11(土)

おおつ合同新人研修(うち2.5h) 染井 大津自立支援協議会 6/7(火)

相談支援専門員 初任者研修 染井 滋賀県自立支援協議会 7/12(火),13(水),

3日目～7日目ファシリテーター 8/23(火),

およびインターバル実習のフォロー 9/27(火),28(水)

相談支援専門員 現任者研修（部分） 染井 滋賀県自立支援協議会 11/15(火)

８．各種研修への参加・実施

事業内容 従業員の資質向上のため各種研修へ参加、又は実施する。

対象者 従業員

実施場所 各開催地など（別記）

実施日時 随時

登録ヘルパーも含め、すべてのヘルパーが、年間通して１回以上の研修に参加している。受

講者に偏りがあり、特に学生など若い従業員の参加が少ない事が従前よりの課題である。そのた

め、研修の案内を紙チラシやグループLINE上の文字の案内だけでなく、短い動画にまとめること

を試みた。

主催した研修

内容 実施日時 会場等 受講者

気をつけたい表現（ケアする仕事とジェンダー） 8/5(金) こて 常勤3名,パート1名

講師：彩社会福祉事務所 坂本彩さん 18:00-19:30 登録4名

当事者(利用者)とホンネで話そう 8/30(火) こて 常勤1名

講師：障害当事者3名 18:30-20:30 登録3名

ことばの引き出しを作る研修 9/19(月) こて ※台風のため中止

～こういう時どうする？～ 18:30-19:30

当事者(利用者)とホンネで話そう 9/21(水) こて 常勤1名

講師：障害当事者3名 10:00-12:00 登録3名

理念動画視聴と意見交換 3/10(金)19:00- こて,Zoom 常勤1名,登録4名

3/11(土)14:00- こて,Zoom 常勤1名,パート1名,登録5名

3/13(月)10:00- こて,Zoom 常勤1名,登録4名

Administrator
白横長

Administrator
白横長

Administrator
白横長

Administrator
白横長

Administrator
白横長
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虐待防止研修 3/24(金) 研修動画視聴と 全従業員

～3/31(金) チェックシート実施

（外部研修への参加については記載を省略する)

９．交流事業の開催

事業内容 フリースペースこてを活用した交流事業の開催

対象者 当法人の各事業の利用者、関係者、および地域住民など

実施場所 大津市一里山の賃貸物件

実施日時 随時（別記）

事務所の隣のテナントを「フリースペースこて」 として、以下のように活用することで、地域の方

との交流の場としている。

1.「つどい処ばばるで」の開催

実施日時 毎月 第２木曜日 16:00～21:00（夕食提供）

毎月 第４土曜日 10:00～16:00（昼食提供）

※8月(木)(土)および、11月,12月,1月,3月の(土)は開催せず

ここ数年、感染予防のため休止した時期があったことや、当方の事情（他事業での人員不足な

ど）で開催出来なかった日もあった。それらの影響か定かで無いが、参加人数の減少傾向を感じ

る。一方でほぼ毎回の参加者もあり、一部の方には定着しているのも確かである。各々、都合の

良い時間に来られ、各々の時間を過ごされている。

2.レンタルスペース

地域の団体や個人の活動に使っていただけるよう、場所貸しをしている。利用件数…15件

貸し部屋料金

基本料金 100円／時 障害当事者や団体などの場合は免除あり

夜間料金 ＋100円／時

冷暖房使用料 ＋ 50円／時 エアコン・ペレットストーブなどを使用する場合

キッチン使用料 ＋100円／回 ガスを使用し調理などを実施する場合

ゴミ捨て委託料 ＋100円／回 ゴミを置いて帰る場合（分別は各々で実施）

3.フリースペース

その他、以下、交流会等で活用している。

・１時間までの利用はフリーとしており、食事や休憩の場として。

・感染予防のため、通常の外出先に行くことを避け、すごしの場として。

・ヘルパーとの外出時に、食事場所として立ち寄る方も多い。
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4.避難所としての備え

災害時には、福祉的な避難所として活用される可能性があることや、業務中の災害時には利

用者や従業員に限らず地域の方の役に立てるようにと考え、発電機や長期保存食など備蓄して

いる。今年度、簡易トイレを追加で購入した。また賞味期限の近い保存食は入れ替えた。

10．シェアハウス運営事業

事業内容 シェアハウス「ポッシュ」の運営、生活体験室の運営、および交流事業の実施

対象者 居住者および近隣住民

実施場所 大津市大萱の賃貸物件

実施日時 通年

年度当初4名の入居であったが、7月「急に住まいの場を失った。公営住宅を希望しているが当

選するまでの住まいの場が必要」と相談を受け入居に至った。年度末時点においては、継続して

居住中である。

7月、他団体からの問い合わせを受け、見学および事業の説明を実施。

9月、消防署の協力を得ながら避難訓練を実施。

11月、シェアハウスの取組について、全国的にも少ない例であるため、共同連全国大会の分科

会にて発表の機会を与えられた。各地の取組について学ぶ機会にもなった。

11．日中一時支援事業

事業内容 日中一時支援事業の実施

対象者 各自治体より利用決定を受けている人

実施場所 大津市一里山の賃貸物件

実施日時 通年 週2回

2020年6月に開始し、現在は(火)(日)10:00～15:00、事務所と同じ建物の2階テナントにて実施

している。季節ごとに、畑作業、味噌造りなどイベントを企画することもあり、当日の利用者の中で

希望された方が参加されるが、基本的に過ごし方は自由としている。休日をゆったりと過ごしたい

方、菓子作りなど目的のある方、交流を期待する方など様々である。

感染予防対策として、密を避け「フリースペースこて」（1階）も活用することで分散している。基

本8名までの利用定員としており、日曜日は希望者が多いため調整し利用してもらっている。

日曜日や祝日も開催していることは、地域の社会福祉資源の中ではめずらしいようで喜ばれて

いる。また、利用者の費用負担を抑えるため、1人200円の食材費で工夫して調理し、食事提供し

ている。

龍谷大学ボランティア・NPO活動センターの要請を受け、ボランティア体験者を受け入れた。前

年度は感染予防のためWebを通じてであったが、今年度はリアルな交流が出来た。
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12.その他

各事業には分類されないが“当法人らしい”と言われるような活動について記載しておきたい。

・従業員かつ利用者／利用者かつ役員／元従業員で現在は利用者など、複数の立場で関わる

方が多くあり、立場や枠組みを超えた人間関係がある。

・障害者手帳を持つ従業員が多く、障害者雇用率は全従業員の勤務時間換算で12.7％（法に基

づく計算方法では約20.7％）である。

・利用者やその家族等からの困り事や相談事で、当事業所で実施するサービス内容には該当し

ないことであっても、各従業員のスキルで可能なことであれば、できるだけ対応している。

・各事業で関わる方から不要となった物を預かり、必要な人の元に届くよう仲介することがある。今

年度の例で言えば、洗濯機・電子レンジ・炊飯器・掃除機・ベッド・スロープ・車イス・衣類・洗剤・

食品などである。

事業支出額（全事業計） 113,408,504円

らて利用状況 参考

利用状況 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 2021年度

開所日 (日) 8 10 8 9 9 8 9 9 8 8 8 8 102 102

延人数 (人) 53 64 46 50 48 44 53 53 51 51 53 54 620 554

平均人数 (人) 6.63 6.40 5.75 5.56 5.33 5.50 5.89 5.89 6.38 6.38 6.63 6.75 6.08 5.43



特定非営利活動法人　りあん （単位：円）

当年度 前年度 増減 備　　考

　１　経常増減の部

　（１）経常収益

1　会　　　費　　　収　　　入 34,000 36,000 2,000

34,000 36,000 -2,000

2　寄　　付　　金　　収　　入 0 0 0

0 0 0

3　助　　成　　金　　収　　入 1,136,131 3,016,022 -1,879,891

1,136,131 3,016,022 -1,879,891

4　事　　　業　　　収　　　入 112,796,923 107,829,870 4,967,053

84,603,958 82,262,972 2,340,986

14,291,190 12,247,280 2,043,910

1,699,710 1,776,307 -76,597

70,200 39,600 30,600

5,053,012 5,244,641 -191,629

0 12,300 -12,300

169,320 209,160 -39,840

3,676,000 3,295,300 380,700

3,134,833 2,644,000 490,833

95,000 90,000 5,000

3,700 8,310 -4,610

5　雑　　　　　収　　　　　入 79,013 30,602 48,411

79,013 30,602 48,411

経 常 収 益 計 114,046,067 110,912,494 3,133,573

1　人　　件　　費　　支　　出 91,622,381 88,056,982 3,565,399

理　　　　　事　　　　　報　　　　　酬 3,948,600 3,746,100 202,500

64,940,801 63,709,296 1,231,505

11,843,591 10,407,981 1,435,610

2,053,885 2,154,985 -101,100

8,835,504 8,038,620 796,884

2　事　　務　　費　　支　　出 1,016,674 1,113,685 -97,011

903,049 1,000,592 -97,543

81,250 58,608 22,642

32,375 54,485 -22,110

3　事　　業　　費　　支　　出 18,942,499 19,380,881 -438,382

101,450 111,070 -9,620

1,013,046 761,689 251,357

106,237 20,460 85,777

1,146,032 1,233,860 -87,828

シ ェ ア ハ ウ ス 事 業 収 入

日 中 一 時 支 援 事 業 収 入

貸 部 屋 事 業 収 入

水 道 光 熱 費

印 刷 製 本 費

福 祉 輸 送 事 業 収 入

私 的 居 宅 支 援 事 業 収 入

給 与 手 当

賞 与

福 利 厚 生 費

相 談 支 援 事 業 収 入

諸 会 費

　（２）経常費用

研 修 費

通 勤 費

2022年度　活動計算書
自 2022年 4月 1日　　　至 2023年 3月 31日

科　　　　　　　　　目

雑 収 入

Ⅰ　一般正味財産増減の部

会 費 収 入

助 成 金 収 入

寄 付 金 収 入

居 宅 介 護 事 業 収 入

外 出 介 護 事 業 収 入

就 学 支 援 事 業 収 入

研 修 開 催 事 業 収 入

医 療 ケ ア 時 送 迎 事 業 収 入

法 定 福 利 費

消 耗 品 費

旅 費 交 通 費



当年度 前年度 増減 備　　考

541,482 368,939 172,543

1,304,572 1,719,880 -415,308

1,527,181 1,577,723 -50,542

737,173 765,798 -28,625

0 0 0

3,135 6,943 -3,808

159,757 149,603 10,154

1,039,240 1,178,825 -139,585

8,980,920 8,991,920 -11,000

173,300 218,200 -44,900

67,669 41,434 26,235

407,320 616,533 -209,213

1,512,968 1,610,448 -97,480

112,046 5,186 106,860

6,000 0 6,000

0 0 0

0 0 0

2,971 2,370 601

4　固定資産減価償却支出 1,826,950 2,243,687 -416,737

1,826,950 2,243,687 -416,737

5  法人税等 401,422 72,220 329,202

401,422 72,220 329,202

経 常 費 用 計 113,809,926 110,867,455 2,942,471

当 期 経 常 増 減 額 236,141 45,039 191,102

当期一般正味財産増減額 236,141 45,039 191,102

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 35,934,874 35,889,835 45,039

Ⅱ正味財産期末残高 36,171,015 35,934,874 236,141

手 数 料

広 告 費

車 両 費

燃 料 費

会 議 費

新 聞 図 書 費

雑 費

リ ー ス 料

食 料 費

支 払 報 酬

寄 付 金

交 際 費

租 税 公 課

損 害 保 険 料

賃 借 料

通 信 運 搬 費

科　　　　　　　　　目

法 人 税 ． 住 民 税 及 事 業 税

減 価 償 却 費

修 繕 費

実 習 訓 練 費



特定非営利活動法人　りあん （単位：円）

当年度末 前年度末 増　　　減

Ⅰ　資　　産　　の　　部

1　流　動　資　産

現 金 121,459 184,481 -63,022

普 通 預 金 15,147,505 12,612,479 2,535,026

積 立 預 金 65,000 65,000 0

定 期 預 金 585,230 525,222 60,008

未 収 金 20,269,145 17,744,094 2,525,051

前 払 費 用 0 0 0

未 収 入 金 340,404 871,670 -531,266

立 替 金 0 0 0

36,528,743 32,002,946 4,525,797

2　固　定　資　産

有形固定資産

建物附属設備 5,030,069 5,700,651 -670,582

車 両 運 搬 具 719,068 1,438,130 -719,062

工具器具備品 557,803 697,759 -139,956

6,306,940 7,836,540 -1,529,600

投資その他の資産

敷 金 5,015,307 5,055,307 -40,000

預 託 金 49,640 49,640 0

長期前払費用 0 0 0

5,064,947 5,104,947 -40,000

11,371,887 12,941,487 -1,569,600

47,900,630 44,944,433 2,956,197

Ⅱ　負　　債　　の　　部

1　流　動　負　債

未 払 金 10,712,112 8,569,808 2,142,304

預 り 金 346,103 97,551 248,552

仮 受 金 0 0 0

借 入 金 0 0 0

未払法人税等 401,400 72,200 329,200

11,459,615 8,739,559 2,720,056

2　固　定　負　債

預 り 保 証 金 270,000 270,000 0

11,729,615 9,009,559 2,720,056

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

35,934,874 35,889,835 45,039

236,141 45,039 191,102

36,171,015 35,934,874 236,141

47,900,630 44,944,433 2,956,197

　　　　　科　　　　　　　　　目

流 動 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産 計

負債及び正味財産合計

2022年度　　貸　　借　　対　　照　　表
2023年　3月31日　現在

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

前 期 繰 越 正 味 財 産 額

当 期 正 味 財 産 増 加 額



（単位：円）

Ⅰ　資産の部
１．　流動資産

現金預金
現金手許有高 121,459 121,459
普通預金

大阪貯金事務センター   NO.18990 624,591
滋賀銀行　瀬田駅前支店 NO.032489 12,508,031
滋賀銀行　瀬田駅前支店 NO.196016 2,014,883 15,147,505

定期積金
滋賀銀行　瀬田駅前支店　積立満期 585,230
滋賀銀行　瀬田駅前支店 NO.0196016 65,000 650,230

未収金
滋賀県国保連合会　２．３月分介護給付 14,843,174
大津市他　　２．３月分移動支援費 2,328,560
大津市　　　　２．３月分相談支援事業他 2,561,707
杉山他　　２．３月分個人負担金　 535,704
大津市1～3月分事務所家賃助成金他 340,404 20,609,549

流動資産合計 36,528,743
２．有形固定資産

（１）基本財産
建物付属設備

階段昇降機 415,569
事務所床工事他 735,339
カフェ内装他 3,879,161 5,030,069

車輌運搬具
セレナチェアキャブ車椅子搬送特殊自動車 1
スズキワゴンＲ車椅子搬送特殊自動車特殊車体 1
マツダフレアワゴンＸＥ 1
日産キャラバン車椅子搬送特殊自動車 1
日産クリッパーリオ車椅子搬送特殊自動車 1
ダイハツウェイク 1
日産クリッパーリオ車椅子搬送特殊自動車 719,062

719,068
器具及び備品

風呂用リフト 1
クローゼット　本店２階 70,642
ペレットストーブ 72,128
エアコン 199,462
パソコン他 215,570 557,803

有形固定資産合計 6,306,940
（２）その他固定資産

敷金・保証金
松田　俊夫外2名　事務所及びガレージ敷金 5,015,307 5,015,307

預託金
リサイクル料セレナ 12,190
リサイクル料フレアワゴン 8,880
リサイクル料キャラバン 10,630
リサイクル料クリッパーリオ 8,800
リサイクル料ウェイク 9,140 49,640

その他固定資産合計 5,064,947
固定資産合計 11,371,887
資産合計 47,900,630

Ⅱ　負債の部
１．　流動負債

未払金
大津社会保険事務所　２．３月分社会保険料 872,204
３月分４月支払　　　給料 6,138,423
JCBクレジット　　　 消耗品他 3,701,485 10,712,112

預り金
前田他　　３月分源泉所得税
前田他　　３月分社会保険料 312,403
前田他　　３月分住民税 33,700 346,103

未払法人税等
当期確定法人税等 401,400 401,400

流動負債合計 11,459,615
２．　固定負債

預り保証金 270,000 270,000
固定負債合計 270,000
負債合計 11,729,615
正味財産 36,171,015

2022　年　度　　財　　産　　目　　録

2023年３月３１日現在

特定非営利活動法人　りあん

科　　　　　　目 金　　　　　額

Administrator
白横長

Administrator
白横長

Administrator
白横長

Administrator
白横長

Administrator
新規スタンプ

Administrator
白横長




